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1． まえがき

　甲府盆地から富士川沿いに，静岡，御前崎に至る地域は，以前から地殼変動の異常地帯とし

て注目されてきた。1971 年より 1973 年まで，3 回にわたりこの地域で磁気測量を繰り返し

たので，その結果を報告する。

2． 観測の概要

　プロトン磁力計（ 精度 1 γ ）を用い，第 1 図に示す 12 ケ所で，3 回にわたり全磁力絶対測定

を実施した。第 1 回測量は 1971 年 7 月 29 日－ 8 月 2 日および 11 月 25 日－ 11 月 28 日，第

2 回 目 は 1972 年 10 月 14 日 － 10 月 18 日， 第 3 回 目 は 1973 年 11 月 10 日 － 11 月 14 日 の

期間であった。測定は，日変化の影響をできるだけ避けるために，夕方から夜間にかけておこ

なった。1 ケ所の測定では，1 分間隔で 10 回の測定をおこない，その平均値をもってその場

所での全磁力値とした。

3． 観測結果

　3 回の測量結果を示すと，第 1，2，3 表のようになる。日変化その他の外部磁場変化の影響を

除く目的で，測定時における八ケ岳地磁気観測所の全磁力との差（ ΔF ）を計算し，同時に表示し

た。

　このようにして得られたΔ F が，第 1 回の測量に比べて，第 2 回，第 3 回の測量でどのよう

に変化したかを示したのが第 4 表である。この表には，各測点で δF Ⅱ，Ⅰ（ ＝ΔF Ⅱ－ΔF Ⅰ ）

を計算して示した。δ F Ⅱ，Ⅰは，八ケ岳地磁気観測所の全磁力が全然変化しなかったとしたと

きの第 1 回と第 2 回の測量の間の，各測点での全磁力変化量である。δF Ⅲ，Ⅱ，δF Ⅲ，Ⅰもそれ

ぞれの回の組合せについて同様の意味をもつ。

　第 1 回目の測量と，2 年後におこなった第 3 回目の測量の差 δF Ⅲ，Ⅰの分布を図示したのが

第 2 図である。八ケ岳観測所を基準にとれば，南へゆく程変化量が大きくなり，御前崎附近で
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は最大 8 γに達している。

3．観測所データによる経年変化補正

　ところで経年変化は，一般的にいって，決して全国一様ではない。今回の磁気測量で得られ

た，全磁力経年変化の規則的空間分布が，この地域特有のものであるかどうかを，調べてみる

必要がある。

　地震予知研究計画による永年変化精密観測網の観測結果では，全磁力は日本全土にわたり年

々 減 少 し て い る（ 地 震 予 知 研 究 計 画 地 磁 気 研 究 グ ル ー プ，1973，1974 ）。 藤 田（ 1972 ）

は 1970.0 年での全国の全磁力経年変化の分布を第 3 図のようにまとめている。これによると，

八ケ岳観測所附近では－ 21.3 γ／年であるのに対して，御前崎附近では－ 20.5γ ／年である。

すなわち八ケ岳観測所に比較すると，御前崎附近では，全磁力は 2 年間に 1.6γ 増加すること

になる。観測結果は＋ 6 ～＋ 8 γであるから，変化の大きさに関する限り，かなり大きな開き

がある。しかし変化の傾向をみると，御前崎附近の方が，八ケ岳観測所に比べて増加しており，

一致している。

　1970.0 年の経年変化を外挿するのでなく，1971 － 1973 年の測量期間での，測量区域外

の経年変化の様子を知る目的で，八ケ岳，柿岡，鹿野山，下里の各地磁気観測所での全磁力変

化を調べてみた。これらの観測所での全磁力変化を，磁気測量期間の夜間値の平均をもとに，

第 4 図に示した。いずれも全磁力は減少しているが，減少の割合は，八ケ岳，柿岡で大きく，

鹿野山，下里で小さい。したがって八ケ岳を基準にとると，鹿野山，下里で 2 年間で 6γ 増加

したことになる。これは，御前崎附近で 2 年間に観測された変化量と，まさしく一致する。第

3 図より，鹿野山，御前崎，下里は，ほゞ全磁力の等変化線上に並んでいる。したがって，今

回の測量で得られた御前崎附近の大きな変化量は，この地域特有のものでない可能性が強い。

　第 3 図の等変化線に垂直な断面をとり，八ケ岳観測所から御前崎にいたる測点での，2 年間

の全磁力変化量δ F Ⅲ，Ⅰを図示すると第 5 図のようになる。鹿野山，下里の値も同時に示して

ある。これをみると，今回の測量で得られた御前崎附近の大きな変化量は，鹿野山，下里の変

化量から推測される，全磁力経年変化の全国的傾向と一致しており，この地域特有の変化と結

論することは困難である。
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第 1 図　測点の分布
Fig. 1　Localities of the measuring sites

―125―



第 2 図　第 1 回測量と第 3 回測量間の全磁力経年変化（ δF Ⅲ，Ⅰ ）。単位 γ。
Fig. 2　Secular changes in the total intensity during the period

from the first survey to the third one （δⅢ, Ⅰ ）. 
In the unit of γ.

第 3 図　1970.0 年における全磁力経年変化分布（ 藤田，1973 ）単位 γ ／年。
Fig. 3　Secular change in total intensity for 1970.0 （Fujita, 1973）

In the unit of γ/year.
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第 4 図　標準観測所における全磁力経年変化，Ya，八ケ岳：Ka，柿岡：Kz，鹿野山：Ss，下里
Fig. 4　Secular changes in the total intensity at standard observatories.

Ya, Yatsugatake: Ka, Kakioka: Kz, Ka.nozan: Ss, Simosato

第 5 図　全磁力等変化線に垂直な断面に投影した 2 年間の全磁力変化量，δF Ⅲ，Ⅰ。横軸は
1970.0 年における F

4

＝ 21 γ／年を原点にとった場合の各観測点までの距離。
Fig. 5　The secular change δFⅢ,Ⅰ along a profile perpendicular

to isoporic lines for total intensity.
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第 1 表　第 1 回測量（ 1971 年 ）結果
Table 1　Results of the first survey （1971）

第 2 表　第 2 回測量（ 1972 年 ）結果
Table 2　Results of the second survey （1972）
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第 3 表　第 3 回測量（ 1973 ）結果
Table 3　Results of the third survey （1973）

第 4 表　全磁力経年変化
Table 4　Secular changes in the total intensity
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第 5 表　標準観測所における全磁力経年変化
Table 5　Secular changes in the total intensity at standard observatories
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